
震露雷雲蕊2$§霧＝塵辱篭弦、

蕊
該iiilml1iii曇蕊蕾電

[ 
ＪＴ 

￣ 

蕊.。
騨

ＯＨＯＫＵ 
ＵＮＷＥＲＳＯＴＹ 

壷〆 擬
鶴》』

ザ耶鯵 ､▼■ 

F［ 

記
■ 

● 

Ａ雷
掴騒擾角；

■￣■■ 
■
曰

ヴピリ

h､今 ■ 

童
q 

宙
５
二
■
■』

UＶ 

草='１

可

■～■ W蕊
■－閂

、、．、FEE宅
③～■ 

ざん、 ■
 

■
】

,山

ご塞璽ｙ生格おめでとうございます
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上大学は､本学に入学される新入生の

術研究をんとそのご家族に､本学の最先端の学

いただくために、有意義な大学生活のスタートの一助として

新入生歓迎セミナーを開催することといたしました。

多くの皆様のご参加をお待ちしております （● 

北 の

とそのそ

東北大学新入生歓迎セミナー新
＝ 

４ ５ 〔場所)仙台国際センター 〔主催)東北大学

加Cs年４月⑨曰(±） 〔対象]学部新入生とそのご家族(※ご家族の範囲と人数は問いません｡）

１３:30～１５:3D(開場13:００）
会場(仙台国際センター)のご婁内

プログラム 交通アクセス

、寒廻所要時間約１０分｡料会１８０円。
ム

イ111台駅前西口/〈スプール９番至
軒乗り場より｢宮教大･両葉台｣、
森

「宮教大|、｢宮教大･成田山｣、ィ１１１
「助物公園循環青葉通・ 台

富
エ学部経由|に乗車し、城

1.14ﾘ物館掴際センター前’ＩＣ
で下車､徒歩1分。

C;V頑Zコイ''1台駅より所要約7分。

廠至譲園ｲ111台駅より約30分：至
束

議仙台目l票lエンクーのお客ＩＭＩ用HtIIz場(有料)には 京
眠りがあＵｌｒｌ・ので､公共交Mn樫1M]によりご察坦ください。▽

iifiii蝉：
１３:３Ｄ～津健青挨拶

！ 
【】ＩＩＬ庁

１３:35～鰯震

一｢識・

宮城！;（

美術館前

｢雷葱ぎし錘逼から：整見琴愚よ亀こび莚見つ職よう!」

大脇典子

仙
台
駅

東北大学大学院医学系研究科教授 公度患
東
北
大
学

｢地球雪冥テムど'１鑑蕊響一饗鯉錘薮鰹」

鑑!r麹:'零 聖)Ｉ今｢村文彦東北大学大学院エ学研究科教授

｢堂化として趣カラス璽圃勤駆利)I】行動」

ｉお問い合わせi東北大学教育･学生支援部学務課学務企画係
１℃IO227g5-SB1gFaxO2＆795･了５４０

仁平義明 〒980-857G仙台市百葉区ⅡI内４１
東北大学大学院文学研究科教授

鯛'111台国際センター

圏学部新入生とそのご家族(灘ご家族の範囲と人数は問いません｡）



講師紹介
」

巴

鰯
おおすみのりこ

大隅典子
艫

東北大学大学院医学系研究科教授
〃

● 

大隅教授は東京医科歯科大学大学院歯学研究科を修了後､同大学歯学部助手､国立精

ﾈIlﾙ神経センター神経研究所室長を経て､1998年より東北大学に着任しました｡専門は

発生生物学､分子神経科学で､脳の発生･発達･維持のメカニズムを遺伝子レベル､細胞レ

ベルから明らかにしようとしています｡2005年より科学技術振興機構の戦略的創造研

究(ＣREST)プロジェクト｢ニューロン新生の分子基盤と精神機能への影響の解明｣の、

2007年より文部科学省グローバルＣＯＥ｢脳神経科学を社会に還流する教育研究拠点」

の代表者を務めています｡また､日本学術会議第20期会員､内閣府･文部科学省関係各種

審議会委員､科学技術振興調整費プログラムオフィサーなどを歴任し､科学者コミュニ

ティーと社会との良い関係を醗成するための活動を行っています｡ナイスステップな

研究者in2006を科学技術政策研究所より授与されています。
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今村文彦東北大学大学院工学研究科教授

今村教授は東北大学大学院工学研究科博士課程後期(土木工学専攻)を修了後､同大

の助手､助教授を経て､2000年に教授となり､災害低減技術の開発やその適用を目指し

て､津波エ学の研究分野で教育･研究を行っています｡1992年以降に発生した津波災害

の国際的な被害調査のリーダーとして活醗し、さらに､予測や予報のための津波数値シ

ミュレーションの海外技術移転を実施しています｡特に､2004年スマトラ地震･インド

洋大津波の大災害では､復旧･復興の支援や防災のためのアドバイスを行っています。

国内では､中央防災会議の専門調査会委員､日本学術会議連携委員､自然災害学会副会

長などを務めています｡著書としては､｢Tsunamis：1992-94,theirGeneralion，

Dynamics,andHazards｣(Birhauser)､｢スマトラ沖地震とインド洋津波/2004,月刊地

球|(海洋出版)､｢津波の事典｣(朝倉書店)があります。
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仁平義明東北大学大学院文学研究科教授 け

仁平教授は東北大学大学院博士課程文学研究科心理学専攻(単位取得退学)から､茨

城大学保健管理センター講師､東北大学教養部助教授などを経て､１９９０年同教授、

1993年文学部教授となりました｡2002年から2006年まで東北大学学生相談所長、

2006年から現在まで東北大学ハラスメント相談顧問を務めています｡専門は､応用認

知心理学､とくにヒューマン･エラーの研究が専門で､さらには､カラスがクルミを車

にひかせて割る｢ハシボソガラスの自動車利用行動｣の世界初の論文報告者です｡エッ

セイに､「自動車学校で学習したカラス｣(日本エッセイストクラブ編･文藝春秋刊｢'９６

年版ベスト･エッセイ集一父と母の昔話一』所収)､著書に､『行動の伝播と進化一鳥か

らチンパンジーそして人間の文化を考える｣|(編著･至文堂･現代のエスプリ)、１.嘘とだ

ましの心理学一戦略的だましからあたたかい嘘まで』(共編箸･有斐閣)、1.嘘の臨床･嘘

の現場｣(編著･至文堂･現代のエスプリ）などがあります｡また､俳人協会会員でもあり、｢百人のモナ･リザー俳句から読む心理学』(ブ

レーン出版)を出版しました｡現在､日本学術会議連携会員、日本音楽知覚認知学会会長を務めています。
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